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とに加えて,東京の本所 ・深川 ・南葛飾で大水が起 きでさらに損害を拡大させ





明治23年頃か ら輸入縞 セルが 国内で流行 し始め,明 治27,28年頃 には和 服向
1)大 同毛織株式会社資料室 「糸 ひとす じ一 大同毛織の歴 史 とその中における栗原 ウメ 』文
祥堂,1960年,163ペー ジを参照。
2)同 上 書,2D4-207ペー ジを参照.大 水 の直接の被害額 は!5000円で,当 工場 にとっては大 きな額





き本 セルが輸入 され るよ うになる。 こ うした動 きに 日本の機業家 のい くつかが
模造製織 し始めたが,明 治30年代 の和製セ ルは輸 入品に比べれ ば取 るに足 らな
い存在であ っだ,が,明 治40年前 後には各機業家 は生産 を増強 してい った。
この状況下で,明 治38年か らセルと並 行 してモ.スリン製織 を していた栗原..ll
場 は明治40年代 のモス リン業界隆盛 を見 て,い ち早 くモス リンへ と転換 してい
く%な お,明 治38年の時点 で,栗 原 工場 は東京織物 工場 の内,六 大工場 に数
え られ,セ ル製品だ けで も633種あ った とい う6㌔
その後,順 調 に発展 して きた モス リン市況は一時下落,明 治44年には好転す
る も,東 京の買継業者が連合買 を組織 したために破産者を出 し,市 況が激 しく
下落 した。 この影響で東京毛織業界 は一大恐慌に陥 った㌔
明治45年上期 は良好 であ った もの の,同 年下期か ら大正4年 にかけては毛斯
倫紡織 ・東洋モ スリンの織機増設,日 本毛織のモス リンへの参入,名 古屋地方
の小機業家 の綿布か らモ スリン製織へ の参入等 によるモス リン供給 力増大 と天
皇崩御 による需要減退 に よって,生 産過剰化 とな り,モ ス リン業界は不況 とな
る%
大正3年 の第一次世界大戦 は,原 料 難を生み,大 正6年以降,特 に トップの
欠乏は深刻 な ものとなる。 しか し,原 料逼迫 は手機モ ス リンの休業 ・会社 モス
リ凶 の生産量 の減少 を引 き起 こ し,.モス リン市価 の急騰 を促 した ところに,
交戦 国の注文が入 り,一 気 に大好況 となる。
最後 に商 品構成の推移であ るが,明 治37年に軍用毛ベ リの仕上げ,38年には
4)同 上 書.145-146ペー ジ を参 照 。
5)同.ヒ 書.162ペ ー ジを参 照 。
6)同 上 書,155-156ペー ジ を参 照 。
の 同上 書,208ペ ー ジ を参 照 。
8)同 上 書,215ペ ー ジ を参 照 。 大 阪 モ ス リ ンは7α0台か ら1100台へ,上 毛 モ ス リ ンは480台か ら
1020台へ 増 設 し,日 本 毛織 は3W台 を新 設 して い る 。
9)同 上 甫,22アペ ー ジ を参 照 。 大 正 二 年,東 京 モ ス リ ン ・毛斯 縮 紡織 ・東 洋 モ ス リン ・..卜毛 モ ス
リ ンで 組 織 され た 「モ ス リ ン聯 合 会」 は,そ の後,後 藤 毛 織 ・栗 原 工 場 を 加 え て再 組織 化 され た。




織 った。 さらに,同 年,女 物襟巻 として,毛 糸編物 ミカ ドシ ョール,39年には
羽衣 シ ョール ・シシ毛 ボー アを投入.した。底幅純毛縞セ ルは明治37年に完成 し,
明治39,40年の栗原工場 の商 品の筆頭 となる。 さ らに,翌38年 には綾モスを作
りだ し,商 品の種類 も増大 した。 こうして,明 治39年の商品の うち,敷 布 ・網
羅縮以外 はすべて毛織物 と.なり,明 治40年にはすべてが純毛製 品となる】D}。さ
らに,明 治41年ふ ら奉ル,44年か ら縞 ネルを織 り始 め,大 正初期 まで生産 した。
また,力 織機導入後に開始 され る厚地 モス リンは輸 入毛糸を使用 し,明 治40年
か ら大 正12年まで業界 の花形商 品 とな?.た'%この よ うに,.明治期 に好評 を博
したセル製織であ ったが,大 正 に入 って生産 を給小 し,大 正4年 には中止 し.
代 わ ってモス リン生産が急激 に成長ず ることとなるL%
3社 会 的労 働 過 程 分析
1)資 金 循 環 構 造
一 貫 して 増 大 して き た 資 本 金 は 停 滞 し,生 産 価 額 も 微 々 た る増 大 に と ど ま っ
て い る13}。し か し,明 治40年 の モ ス リ ン 業 界 の 盛 況 に よ っ て,資 本 金 は45000
円,生 産 額 も10万 円,利 益 も11000円ま で 伸 び た14)。明 治41年 に は 動 力 と し て
電 動 機 を 導 入 し,生 産 額 は 明 治41年CD12万円 か ら 明 治42年 に は26万 円 に 激 増.し,
工 場 の 敷 地 も さ ら に 拡 大 さ れ た1%
明 治41年 は 手 機 薄 地 モ ス リ ン の 不 況 で4000円の 損 失,資 本 金 も減 少 し た が,
翌 年 に は20000円の 利 益 を 出 し た 。 明 治44年,大 正1,2年 の 生 産 額 は そ れ ぞ
れ50,70,90万 円 と順.調に 推 移 したW)。








この時期の金融状況 であるが,明 治40年に第.一銀行 と取 引を開始 し,明 治39,
40年は瀧 田文右衛 門か らそれぞれ12000円,ユ4000円の借金 を している1ア〉。明治
43年には勧業銀行か ら3500⑪円,日 英銀行 ・第一銀行 ・三井銀 行か ら総額61850
円,瀧 田か ら公債4200円を借 り入れ,明 治44年にはボイ ラー ・モー ター購入の
ため に村越か ら10000円借 り入れている。.木正2年 の毛糸紡績機増設ρ)際には,
瀧 田か ら5⑪000円を借 り入れ た。 なお,明 治43年下半期か ら,第一.銀 行やその
他 の原料取引先 に決算報告書 を提 出 している18)。最後 に,こ の時期の資本金 ・
生産価額の推 移珊をまとめてお く(第2表 を参照せ よ)。
2)労 働結合過程 としての経営構 造 と機 能的媒介主体
まず,経 営規模 の推 移を確認 してお くと,明 治40年にタオル工場 を買収す る
過程 で手機.5,60台と工女 を も引 き受 けた。 その時 の著宮 町工場 の手機 はモス
IJン機ユ30余台,綾 モ ス用機30余台,縞 セル用機40余台,お およそ200台で あ っ
たゐP砧以後,労 働 手段 の推 移 を示す と,手 機 が明治40,41,42年にそれぞれ
136,116,80台と漸次 減少 し,力 織機 は明治41年にモ スリン用 力織機50台,縞
セル用6台,42年 にはモ スリン用48台,縞 セル用4台 を導入 し,力 織機 は合計
120台と漸次 増加 してい る21,。43,44,45年の力織機 は124,151,2ユ5台とな つ
℃お り,大 正2年 には ミュール紡績機が12台になってい る鋤。
次 に労働結合過程 上の重 要事 として取 り上 げるべ きこととして,動 力の変化
に伴 う生産力 の大幅増大が挙げ られる6す なわ ち.,明治42年の力織機導 入に合
わせ て,電 動機 を導入 した。電動化 への転換 の直接的 な要因 と しては コス ト上
の問題が あった。 この生産力の増大 は当然,原 材料の購 入量 ・商品の販売量 の
大量化.をも意味 し,明 治40年の原材料調達先 として,従 来か らの藤 森治平 ・岩

























店,明 治42年の力織機導入時 にはさ.らに高島屋 ・パ ウルシ ュラム ・ラスペ ・キ
シ ン ・ボンテ(キ シン以外 は第一次世界大戦で中断する)な ど,大 幅 に拡大 し
た。 さらに,毛 糸紡績 の 自工場生産の開始に伴 って,明 治43年からは トップの
買付 も加わ り,∫明治45年には米 国貿易商会,大 正2年 には兼松 商店 ・.三井物産
とも取引 を開始す る。 また,商 品取 引先 につ いて は,明 治42年に,従 来 の青
木 ・山添 ・山崎 の他 に杉村 商店 ・西村与兵衛商店 ・堀越 ・白石 ・近房 ・大浜商
店 な どが加わ り,東 京 におけるモス リン問屋 のほ とんどすべて と取引 したので
あ る。大阪方面 へ販路 を拡大す るため に,幸 八 自らが 出張 して伊藤萬商店 ・山
口玄洞 ・岡島 ・千草 ・的場 な どと取引 を開始.・した2%
明治42年の労働 力の構成を見てみ る.。従業 員合計200名の うち,職 工係 ・計
算係 ・.販売購入係 の事務 員3名,作 業場 は機 場 ・糊場.・染場 ・仕上場 ・機関場
に分かれ,機 場力織機使 用のために東京 モス リンの竹内文 治 を引 き抜 いて親方.
とし,手 機 の方 の監督 は徒 弟あが りの渡辺が監督 した。残 りの工女 は,手 機 は
若宮町工場及びタオル工場からの引き継 ぎの者,力 織機の方は東京モスリンか
23)「可上 書,.180-181ページ を参 照 。
資本家支配の根拠 〔2)〔309)43
.ら引 き継いだ者であ ったag。明治4⑪年か ら始ま る機械化 は これ までの手機 一【:女
では使 えないた めに力織機 を使え る経験エ を使 うこ とにな り,力 織機の修 理 ・
油差 しの必要性 か ら男工 も次 々増員す ることとな つだ%
なんと言 って もこの時期 の栗原工場 にとって戦略的商品で あったのは縞 セル
とモ スリンであるが,.その具体的 な商品化過程 を見 てみる。
明治30年代 の国産 セ.ル劣勢 は,薄 地毛織 着尺 地の縞 セルの製織技術 ・生産組
織 は従来の綿織のそれ との違 いにあった。す なわ ち,織 物 の3つ の工程で ある
染色 ・製織 ・仕上の うち,染 色 ・仕上 について,従 来の ものを転用で きなか っ
た36}。
そんな中,明 治34年,東 京高工 に外 国製毛織物整理機械が購 入 され,35年に
早速,セ ルの仕上げ を委託す ることになる。以後数年間,高 工は専用工場 のよ
うで あったとい うη1。
もう一つ の制約要因であ る染色 は,縞 セルにはア リザ リン堅牢染 を採用す る
必 要が あった。幸 八 は染色法 を会得すべ く,高 エで原 理 を学 びつつ,実 地応用
は一人で繰 り返 した謝。
こう して,明 治37年に純毛広幅縞 セルが完成 し,靠 れ行 きは好調 となる。 こ
う して,38年か ら縞 セルの生産 を本格化 させ.,39年か らはモス リンとともに主
力商品 となる。 セル地生産の経営規模 を見 てみ ると,明 治40年に全200台の手
機の内,40台余 りが縞 セル専用であ った。明治41年には縞 セル専用力織機 を数
台購 入 し,翌42年にはさ らに増設.してい るE7)。
しか し,明 治40年代 に入って尾西地方のセル生産が大 きく発展 し,栗 原工場
でのセ ル生産 は大正4年 には打 ち切 られるまで になるわ けであ るが,そ の要因
を ここで考察 しておこ う。
24)同 上 書,195ペ ー ジ を参 照 。
25)同 ヒ書,274ペ ー ジ を参 照 。
Z6)同 上 書,146ペ ー ジ を参 照 。
27)同 上 書,148ペ ー ジ を参 照 。
28)同 上 書.149-150ペー ジ を参 照 、














他 方,栗 原工場 のセルを見てみ ると.棒 術 的水準 ・品質 において嫡雀勢で は
ない として も,当 時 の東京で はセ ル挙者が後藤 毛織 しか存在せず,栗 原工場 は.
諸工程を 自工場 でまかな うほか なか?た 。そ うす ると,栗 原工場が持つ経営規
模 の製 造能力 とそれ をさば ききる能力 に差が生 じ,多 量 め編 糸が在庫 と して
残 って しまう とい う事態が起 き.た。.さらに,明 治38年か ら,栗 原 工場 はモス リ
ン製織 も始 めていた こと,明 治40年代 はモス リン市場が急速 に拡大 していた こ
ともあ り,栗 原工場 は自らの経営規模 の製造 能力 に適合 した モス リンへ と転換
してい つだ ㌔
次 にモ スリンにつ いてで あるが,明 治38年か らモ スリンを製織 していたが,
手付糊で あったため に織 り方が 困難で あった。そ こで幸八は鉄板 乾燥糊付機 を
明治39年に完成 させ,モ スリンの整経.・糊付方法 を習得 した上で,モ ス リンを
生産 し始 め,日 本橋長谷川町g山 添商店 を介 して販売 した。 こ うして,機 台 も











らモスリンへ と転換 してい くち ょうどその時期であった。多品種少量生産型の
「セル」では栗原工場の経営規模まで行 くと採算が合わず,採算がとれる 「モ
スリン」へ転換 していったが,そ れは労働手段が手機から力織機への転換をも
意味 した。イネは当初,若 宮町工場に孫とともに居残った。工場 の機械化に
ようて工場の統括が幸八へ移 り,それはイネにとってこれまでの工場における
自らの地位 を維持で きなくなることを意味 し,経営政策についても幸八が行い,
自らは従属的地位に甘んじることが予想されたか らであった3%実際,手 機と
力織機の割合は明治40年を境に逆転 してい く。まさに,イ ネの予想通 りであっ.
た。ただ,翌41年にはイネはあウさりと手機モスリンに見切 りを付けて柳島工
場 に移ってきている。











33)同 上 書,173ペ ー ジ を参 照 。
34)同 上 書,199ぺ ・一ジを参 照 。
46(312>第168巻 第4.号
36年段階で法律的所有権はイネから幸八に移 り,「栗原稲工場」は 「栗原工場」
に転換 していたが,そ の段階では手機の割合 も相当あ り,それに呼応 してイネ






具体的には,① 機械開発 ② 斬新なデザインとアイデアの創案,③ 広幅
毛織着尺地への転換上の制約に対する決定的な役割,④ 帳簿管理 ・接客 ・工
場見回 り・ 「料亭」取引(≡ モスリン.の値決め35り.は幸八が担 っていたこと,
⑤ 明治44年の原料供給外国商館 による現金決済宣言に対 して,幸 八は資産
表 ・営業状況を公開 し難局を乗 り越えたこと,また;同年から毛糸紡績が始ま
るに際 し,幸八 自身が大阪まで行って販路を拡大させているコ帥こと,⑥ 大正
2年,大量に原料を輸入 している鈴木商店から突然現金取引を宣告されたとき








35)同 上 書,345ペ ー ジ を参 照 。
36)同 上 書,181ペ ー ジ を珍 魚 。
37)同 上 書,218ペ ー ジ を参 照 。
38>同 上 昏,303ペ ー ジ を参 照 。
39>同 上 書,302ペ ー ジを参 照 。
資本家支配の根拠.〔2>.(313)47
具体 的に見 てみる と,① 従 業員の管理者であ るウメ鋤とい う存在,② 機械
化 が進んだ この時期 は,「カン」で はない 「理性 と計数」 に基 づ く統率41}が必
要 とな った こと,③ 組頭 ・..見回 りを指 図 しなが ら人員 を配置す ると ともに,
工女 の働 きぶ りの監督 ・指導 ・糸切れ ・糸 からま りの修正等担 った こと軌 ④
年期工女 を養成す る役 目樹などが挙げ られ る。
4)競 争企業 ・取 引企業 の構造的位置
まず,競 争企業 の活動 によって,栗 原 工場 が どの ような行動 を選択 したか を
考察す る.。
① 埼玉 ・足利地方 の競 争企 業 による安売 りが東京の業者 を追 い込んだ。織
物 産業 における栗原工場 の競 争構造 的位置 の変化が幸八 に戦略的な方向転換 を
せ まり,当 時,未 開拓の広 幅毛織着尺地 の商 品化へ動 き,明 治37年か らセル生
産を開始す るこ ととなる朔㌔
.② 明治44年,毛 糸 の輸 入関税 改正 は輸入毛糸 の税 率の引 き.Lげを意味 し,
利潤 を圧迫 した。すなわち,輸 入毛糸 に依存 してい る栗原工場に とっては,原
糸 を自給 しでい る他 の株式 会社企業 に太刀打 ちがで きな くなる ことを意味 し,
原料毛糸 の自給 に動 き,毛 糸紡績機 を導入 しだ%織 物産業 の構造 に占める栗
原工場 と会社企業 との位置 関係 の差が,あ る一定の条件変化 に対す る抵抗力 の
差 を露呈 させ,そ れが経営政策上の決定 を左右 した事例 である。
次 に,取 引企業 と栗原工場 との関係構造について考 察す る。原料取引1之せ よ
製品取 引にせ よ,栗 原工場の経営規模はある程度拡大 して,大 量購入 ・大量販
売型 の経営構造 にな ってお り,そ の ことは この時期 の取 引企業 の著 しい増大 に














大正2年 の鈴木商店の現金取引要求 とが挙げられる4の。 ともに幸八の活躍に
よつえ切 り抜 けるが,原料供給企業が持つ潜在的な収益的支配権力が一定の条
件下で顕在化させて,命令的もしくは制綿的支配権力に転化したものであった


















47)同.ヒ密,208,217ペー ジを 参 照 。
48)同 上 書,308ペ ー ジ を 参照 。
49)同 上 書,176ペー ジ を 参照 。
資本家支配の根拠(2)(315)49
れていたが,そ の優位性 に経営規模上の限界が出てこざる得 なかったのであ
る5D㌧この時期の栗原工場はある程度上位の管理機能まで賃金労働者に遂行さ
れざるえない規模にまで拡大 してお り,.すべての資本家的機能を幸八 とその家
族が担 うなどというのは無理な話であった。すなわち,一般的に議論される経









明治42,43年以降は販売購入係 ・職工係 ・計算係を置 き,大正に入ってから
は大卒まで雇用 した。経営規模が拡大すれば,多 くの機能を賃金労働者が代行
す るようになる。また,上記の事務系以外では,役付工`1)が出現している。工
場主は各主任,場 合によっては組頭 ・助手あた りまでを直接指揮 した5%すな







51)同上書,412ペー ジには,.・般 職工 は役付工を栗原家 の人間 と考えていた ようであ る。 同じ賃
金労働者で 毛支配 力に大 きな差が あることを反照 して る。役 付工はそれだけ資本家 的機能 ・活動




支配権力が潜在的にしろ,顕 在的にしろ行使 しうることを制度化 したことに
なった。






さらに,制 約的支配権力行使 の仕方が社会運動 の高揚 ととも.に,「Exit
Control」から 「VoiceControl」へ変化する。すなわち,組織化され,企 業政
策に 「直接的」な制約的支配権力の行使を始めるのである。その典型例 として











53)同 上 書,%8,409ペ ー ジ を参 照 。
54>同 上書,2田,346ペ ー ジ を参 照 。



















釈す る論理展開では,栗原稲工場の場合,法 律的所有権者のイネだけが,栗 原
工場の場合,幸 八が独占的に 「支配力」を持って行使 していたことになる。
しか し,本論で詳説 したように,明 治36年にイネは事業を幸八に譲 り渡して





諸機能が集約されて内在 してお り,経営規模の拡大とともに徐々に幸八 ・ウ
52(318)第168巻 第4号
メ ・...一部 の賃金労働者 と経営機能が分化 して遂行 されてい く傾 向㈲にあったが,
「法律 的所有 権」 と 「支配」 とを関連 させ るのであれば,「法律 的所有権」 に
内在 している具体 的活動内容 まで分析 しない と 「支配」 の説 明にはな らないの
で ある。法律 的所 有権 とい う基準 による所有者一 非所有 者 とい う構 図は支配者.
一被支配者,資 本家一 賃金労働者 とい う構図 に必ず しも直結す るとは言 えず,
それが当 て はまる とき もあ.れば当て はま らない と きもあ り57},何ら 「支配」
「支配力」 を説明 した ことにはならない。
で は,「法律 的所有権」 の属性 として 「支配」 を理論化す るこ とには不十分
性が ある とすれば,一 体何が 「支配(力)」 の根 拠で ある といえ,ど うずれば
うま く理論化で きるだろ うか。最後 に,基 礎 的諸概念 を再考 してお く。
商品経済が全面化 した資本主義社会 においては,.賃労働 一資本 関係=商 品関
係 とい う社会関係 を介 して労働力 ・.労働 手段6.労働対象 である生産諸条件が結
合す る。商品関係 とは生産諸条件が個別 に管理 されている ことを意味す るわ け
であ るか ら,競 争 が必然化 し,個 々の生産組織 に社会 的剰余 の蓄積 を目的化さ
せ,.強制す る58,。す.なわち.1資本主義社 会における個々の生産諸条件が結合す
る場であ る企業 を 「支配」 してい るのは,社 会的剰 余の蓄積 の目的化 を強制す
る賃労働 一資 本関係 ≡商品 関係 とい う社 会関係 であ り,増 殖す る価値=資 本で
あ ると言 える。 しか し,「資本 は 自らを諸 形態 ・諸主体 の連 関におい.て実現す















す る。 また,資 本が無 限増殖 ・無限蓄積す るにはスポ ット的で はな く,継 続的
に結合す る必 要が あ り,資 本 とい う存在の存在諸条件 を形成す るという意味で,
労働力 ・労働 対象 ・労働 手段 を個 別 に管 理す る諸 主体 はそれぞれ に 「支配権
力」 が付.与され る60)。なお,権 力 とは 「社 会的行 為 において,一 人 の人 間,あ
るいは多数 の人 々がそ の行為 に参加 している他者 の抵抗 を押 し切 ってまで も自
分 自身 の意志 を実現で きる.見込み5D」と一般的 には定義で きるだろ うが,「企
業 にお ける支配権力」 を考 え る.と,「自分 自身あ意志」 とは資本 の増殖運動 に
よ って付与 され,そ の運動が根 拠である と言 える。
意思 決定 とい うの は 「認知情報 を命令情報 に変換 す るプ ロセ ス祀1」「現状 に
つい ての認知情報,認 知 され た現状 につ いての評価情報63〕,現状 において代替
可能 な い くつか の指 令情報醐,各 指令情 報が もた らす結 果 について の評 価情
鞭 〕,そして何 らかの決定 恥一 ルない し選択原理 を前提 に して,一 定 の指令情
報 を選択す るプロセス66)」であ るか ら,上 記の 「支配権 力」 と併 せ て考 えた と
き,「企業 にお ける支配権 力」 は,直 接的 に発せ られ る 「司令 的支配権 力」,認
知情 報に介入す るこ とに よる 「制約 的支配権力」,意思決定 に介入す るわけで







。馬rクス'ヴ　 ㌻ 琳 幾太or訳1社会騨 噸 」.撒 庫・.197晩86ぺ・斑
62}吉田民入r主 体性 と所 有構造 の理a1東 京大学出版会,1991年,244ページか ら引用。
63〕吉 田民人r情 報 と.自己組織性 の理論1東 京大学出版会,1990隼,119ペー ジに 「シ.ステム内外
の状態を表示する記号集合 」 と.定義 され てい る。.
64)吉田,同 上書,119ペー ジに 「シ ステムの なすべ き反応 を表示す る記号集合」 と定義 されてい
る。
65)古田,同 上書,119べ・一ジに 「システム要件の充足一 不充足状態 を表 示する記 号集合」 と定
義されてい翫
66)吉田,同E書..121ページか ら引用。なお,吉 田のこの定義 は非常 によくまとま ってはいるが,
あ らゆ る情 報現 象に共通す る 般 性を抽出 した一般 理論 を構築す る ことを意図.している ことも











なお選択肢を選ぶ ことができるのであ り,その制約に対 して自分独自の対応を
開始する判 わけであるから,一定の自律性が存在するといえる。
意思決定の中で も戦略的意思決定における認知情報から命令情報への変換 プ
ロセスを,栗原(稲 〉工場に関 してみたとき,全プロセスの多 くを法律的所有






67)「司令的.支配権 力」.「制約的支配権力 」「収益 的支配権 力」 とい.う概念 自体 は筆者 の造語であ る
.が,MurphyがWeber47力鞭 洗練{ヒした とい う.「命令権力(powerWc㎜and):鵬
の特 定の内容 を備 えた命 令が,所 与の.人々 に よって遵 守され るnl』能性」 「制約権 力(powerro
consαain):他者 に行為 を直接命令す ることな レに,自 らの利益 を追 求ず ることに よって他者の
行為 を制 約す ることがで きる,あ る単位 が持 つ能力」.「収 益権力(powertopro丘tfrom)=自ら
の 目標 を実 現す るため に他 者の 自律 的 な行為か ら利益 を得.るこ とがで きる,あ.る単位が 持つ能
力」 を参考 に した。Murphy,砂.鷹,PP.135-136・(辰巳訳,前 掲訳書,178-179ページ)を 参照。
なお.彼 は 「社会的閉鎖」 を中心概念 として社会」般理論を展開 しよう としているが,あ くまで
一般理論 として権 力概念 を考察 してい るわ けであ るか らそのまま何 の媒介 もな しに企業 の支配権
力 に適用す る.ことはで きず,筆 者が行 ワた ような媒介が必要である と思 う。また,支 配権力の構
造 を構成す る三つの ト位 カデゴ リ.一は先験的 に分かれて.いて,特 定の主体 が常 に同じ梅力 を保持
し続 けるとい,た ものでは当然 な く,時空的条件に よっては統合されていた り,分化 していた り,
権力 タイプが変換 した りする。






.は法律 的所有 権者 であ ることを根拠 とした 「資本家」 と して,「支配力」 を行
使 し.たので はな く,資 本が増殖す るのを機能 的に媒 介す る活動主体=「人格」
であ る 「資本家」 として τ支配力」 を行使 したのであ る。 しか し,「資本家」
とい う人格 の 「司令 的支配権力」を説明 した だけで は,「支配権 力の構造性」
の説明 として十分で はない。その説明だ けでは,本 論で具体的 に展開 した経営
過程 上の競争企業,取 引企業,和 市,ウ メ,賃 金労働者等の諸主体 ・諸人格の
、潜在 的 も しくは顕在 的な 「制約的支配権力」 「収益 的支配権力」 を理論化 して
いない ことになる.からであ る。「企業 支配 」の根 拠 ・根 元 ・正 当性 を資本 運動
と捉 え,そ こか ら諸権力が発 生す ると考 えれば,企 業 における支配の構造性を
..動態 的かつ総体的 に取 り込んだ理論 を構築で きるので はないだ ろうか。
以上 よ り,企 業形態の最 も単純 な形態で あ り,最 も.属人的 に支配がなされて
いる と考 えられて いる個人企 業です ら,「支配 」はあ くまで 「増殖運動す る価
値 ≡資本」それ 自体 に根拠が あ り,「属人 的に統合 された形で経営諸機能 が遂
行 され る こ とに よ る支 配一 従 属 関 係69〕」 の構 造 化 形.態;「人 格 化 ・媒 介 構
造7。}」として現実化 し,資 本 が運動す る とい うことに全経営 資源 の結合 は収斂
す る とい う意味で,支 配が貫徹 している71切で ある。す なわ ち,資 本 家 とい う
存在です ら,資 産家 であるか ら支配権力 を保持 してい るのではな く,資 本運動
か ら支配権力 を付与 され ているのであ り,増 殖運動 にどれだけ有効 な活動 をな
し得 るか とい うことが存在根拠 を形 成す る。「所有」概念 を支配分析 に役立 て
る とす るのな ら,「所有」 とは,社 会 的労働 過程 における人間労働 の対 自然的
活動行為吻であ り,「特定の社会形態 のもとで,そ れ を媒介 に して,自 然を獲得










と列 や 「ある個人もしくは集団的主体がある客体に対 して他の主体か ら制約
されず に自律的にある関係行為をな し得る関係7門 と考 え,「所有」概念を近
代的な法律的所有概念より拡大 し,そこに内在する関係行為までを分析する必
要があり,そうしなければ 「支配」分析 としては有効性を持ち得ないだろう。













ためにいわゆる 「専門経営者」が出現 している75)わけであるが,こ の段階の支
配構造を分析す ることで,テ クノクラー ト論的経営者支配論者がいう 「経営者
の支配力」を,筆者の理論的枠組に取 り込むことが意図される。
73)片岡,前 掲書,14ペー ジか ら引用。.」r臣 ・5
74).吉田,前 掲書,300ペー ジか ら引用。
75)「専門経営 者」 とい う階層 は何 も株式会社化 した企業の段 階になってか ら必ず しも出現 したわ
けではないが・テクノクラート論的繹営散 配諸 の鯨 を取嚇 むため1こ磁 てこ懐 現して
い る。
